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1 まえがき

近年, クラウドサービスの普及に伴い, 様々なサービ

スが提供されている. そのクラウドサービスの中でも

提供形態の一つである SaaSの市場規模が増加している

[1]. SaaSの種類の増加に伴い, 各 SaaSを連携して使用

する形態に期待がされている. しかし, 既存の SaaS間

の連携方法は連携先 SaaSにユーザアカウントがないと

連携出来ない問題が残っている. この問題を解決するた

めに, データ変換機能内蔵のプロキシークライアント機

構を提案した.

2 提案方式

2.1 提案方式の構成

提案方式の構成図を図 1 に示す. 提案方式では, 連

携元 SaaSが動作しているサーバ (以下「連携元」)と,

連携先 SaaSが動作しているサーバ (以下「連携先」),

SaaS間の連携を行うための PCS(Proxy Client Server)

により構成される. PCSは, 連携先 SaaSのユーザアカ

ウント検索機能, 連携先 SaaSの自動アカウント生成機

能, データ変換機能を有する. 連携先は, 連携用の簡易

アカウントを作成する機能を有する.
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図 1 提案方式の構成図

2.2 提案方式による連携

2.2.1 連携先のユーザアカウントの有無の判断

SaaS間の連携の際には, まず連携元が PCSに対して

ユーザのメールアドレスと保存しているデータの形式を

連携リクエストとともに送信する. PCS はそれらを受

け取ると, ユーザのメールアドレスと連携先の処理可能

なデータ形式の確認を行う. 連携先は, ユーザプロファ

イルの中に受け取ったメールアドレスと一致するものが

有るかの検索を行い, PCSにメールアドレスの有無と

データ形式の通知する. PCSはメールアドレスの有無

でユーザのアカウントの有無を判断する.

2.2.2 連携先にアカウントがない場合の動作

PCSは連携先のアカウントとして, ID・Passwordを

自動で生成する. それと同時に連携元に処理結果のデー

タ送信を要求し, 要求を受けた連携元は PCSに結果の

データを送信する. PCSは連携元から受け取った結果

のデータを変換し, 連携先で利用できるデータ形式にす

る. PCSは自動生成したアカウント情報を連携先に送

信する. 連携先は連携用のアカウントとして登録する.

そして, 連携先は登録終了後 PCSにアカウント登録終

了を通達する. PCSは生成していた ID・Passwordで連

携先にログインを行い,サービスを要求する. この動作

により, 連携先のアカウントが無い SaaS間の連携が行

われる.

2.2.3 連携先にアカウントが有る場合の動作

PCSは連携元を通じてユーザに連携先の ID・Pass-

wordを入力させる. PCSはユーザから受け取った ID・

Passwordで連携先にログインを行い,サービスを要求

する. この動作により, 連携先のアカウントがある SaaS

間の連携が行われる.

3 提案方式の検証実験

提案方式の有用性の検証として, 連携先のアカウント

生成からログインまでに要する内部処理の合計時間及

びユーザの操作回数を求め比較を行った. 比較対象とな

るのは, PCSを使用しない場合の SaaS連携である. 実

験におけるネットワーク構成は, PCSと連携先となる.

3.1 実験結果

実験結果を表 1 に示す. 表 1から, PCSを使用する

ことでユーザが自分で操作を行うよりも, 内部処理時間

が 186ms・ユーザの操作回数が 5回少なくなることを

確認した.

　

表 1 実験結果

連携方法 内部処理時間 [msec] ユーザの操作 [回]

手動 1911 6

PCS 1725 1

4 まとめ

SaaS間の連携を効率的に行うためのプロキシークラ

イアント機構を提案した. そして, 提案アーキテクチャ

による連携に要する処理時間とユーザの操作回数の検

証を行った. 検証の結果, 連携先にユーザのアカウント

がない SaaS間連携に使用する場合, ユーザが自分で連

携を行うより, 処理時間とユーザの操作回数が少なくな

ることを確認した. 結果, SaaS間連携の効率を上げるこ

とが出来た.
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